
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○集落一丸となった農業生産基盤対策

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岐阜県中津川市阿木 野内
なかつがわし あ ぎ のうち

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
15ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
320万円 共同取組活動 鳥獣害防止対策費 26.0％

（100％） 農業用水改修事業 12.5％
道水路・電気牧柵管理費 51.6％
租税 6.5％
事務費 3.4％

協定参加者 農業者31人

２．取組に至る経緯

本集落は水稲を基幹とした兼業農家が主な小集落である。他の地区同様農業者の高齢

化による担い手不足や、鳥獣害による耕作意欲の低下・さらに農地の未圃場整備などに

より農地の遊休化など様々な問題を抱えている。

このような状況で、本地区においては、協定参加者全員で協定の対象となる農用地の

有効利用と農業経営を図り、住みよいまちづくりに努めることとした。

３．取組の内容

協定参加者の農業意欲を向上するために、当集落においては必要不可欠の総延長

２.８㌔、江戸後期完成の水路の改修事業を計画的に行うこととした。

また、獣害、特にイノシシの害に対策していくこととし、集落共同作業として、電気

牧柵の設置を行った。



［集落の将来像]
本集落のほとんどの世帯が高齢化であり、兼業農家のため、担い手農家が中心となって水稲の作付け

を行い、維持管理が困難な農家の農用地を受委託によって管理していく。
また、地区外、非農家との連携により道水路の維持管理を実施していく。

［将来像を実現するための活動目標]
高齢化等による作物不作付け地等は、集落において草刈等により管理を行う。・
農用地と一体となった周辺林地の管理を行う。・
遊休農地等の担い手への農地利用集積。・

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田15ha） 周辺林地の下草刈り 担い手等への受委託

個別対応 個別対応 農地利用集積
実施2.2ha、目標1ha

水路・農道の管理 景観作物の作付け 共同取組活動
・草刈り（年４回）
・清掃（年３回） 農道清掃の折に非農家と

共同で実施
共同取組活動（非農家含）

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落内で定年退職をした者を担い手として、集落内の不耕作地・農地を集積して農地

保全等が若干できるようになった。

集落内に猪よけの電気牧柵を設置できたことにより鳥獣（猪）による農産物の被害が

少なくなった。また、土水路の改良ができた。

今後は、集落内の担い手を中心として､顔の見える農産物の生産を図り、農道、水路

を整備していくとともに地域内の環境美化運動の推進に取り組んでいく。

［平成21年度までの主な成果］
○担い手への農地集積（当初0ha、目標1ha、H21年度実績2.2ha）
○電気牧柵機設置事業（当初7ha、目標15ha、H21年度まで実績15ha）


